
(2)事務所の所在地

事業報告書

(自令和５年７月１日至令和６年６月３０日）

１医療法人の概要

（１）名称 医療法人社|､１１秀慈会

①口財州■社団（口川盗持分なし■'11盗持分あり）

②口社会医療法人 口特定医療法人口出盗額限度法人

□その他

③口埜金制度採用■堆金制度不採用

注)①から③のそれぞれの頃Ⅱ（③は社団のみ｡）について、該当する柵

の□を塗りつぶすこと。（会計年度内に変史があった場合は変更後｡）

静岡県静岡市駿河区西脇29-1番地

注）複数の事務所を有する場合は、主たる事務所と従たる事務所を記紋

すること。
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設立認可年月日

設立笠紀年ﾉ１日

役員及び評議員

注）１．「社会医療法人､特定医療法人及び医療法第４２条の３第１項の認定を受けた医療法人」

以外の医療法人は、記紋しなくても差し支えないこと。

２．，帥の備考欄に、私'1,咳医旅法人の開設する柄院、診療所又は介誰老人保健施設（医療

法第４２条の指定管理荷として管理する病院等を含む｡)の管理者であることを記載する

こと。（医療法第４７条第１項参照）

３．評議員の備考柵に、評,誰員の選．任理由を記枚すること。（医療法第４９条の４参照）

理事長

理＊：
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監蒋

氏名

萩原秀男

萩原利枝子

大平政人

佐藤歩武

佐藤富子

坂田毒衛

佐藤玲子

備 考

介護老人･保健施設秋の里管理者

白萩病院管理者



２事業の概要

（１）本来業務（開設する病院、診療所又は介護老人保健施設（医療法第４２条の指定管理者として

管理する病院等を含む｡）の業務）

種類

病院

診療所

介護老人

保健施設

施設の名称

白萩病院

ユン糾入1０0６０

萩原医院

1>科''１うし７

萩の里

開設場所

静岡県静岡市駿河区西大谷16-1

静岡県静岡市駿河区西脇２９－１番

地

静岡県静岡市駿河区西大谷12-5

許可病床数

療養病床１２０床

入所定員１００名

通所定員８５名

注）１．地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者として管理する施設について

は、その旨を施設の名称の下に【】書で記載すること。

２．療養病床に介護保険適用病床がある場合は、医療保険適用病床と介護保険適用病床の

それぞれについて内訳を［］書で記載すること。

３．介護老人保健施設の許可病床数の欄は、入所定員及び通所定員を記載すること。

(2)附帯業務（医療法人が行う医療法第４２条各号に掲げる業務）

種類又は事業名 実施場所 備考

訪問看護ステーション萩 静岡県静岡市駿河区国吉田６丁目

6－６

秀慈会訪問リハビリテーショ 静岡県静岡市駿河区西大谷16-1

ン

ヘルパーステーション白萩 静岡県静岡市駿河区国吉田６丁目

6－６

定期巡回対応型訪問介護看護国 静岡県静岡市駿河区国吉田６丁目

吉田 6-6

秀慈会看護小規模多機能型居 静岡県静岡市駿河区国吉田６丁目

宅介護ふゆ 6－６

秀慈会グループホーム桃源の 静岡県静岡市駿河区国吉田６丁目

丘 6－６

障害福祉サービス事業所ダンケ 静岡県静岡市駿河区西大谷13-1

西大谷居宅介護支援事業所 静岡県静岡市駿河区西大谷13-1

萩原医院居宅介護支援事業所 静岡県静岡市駿河区西脇29-1

秀慈会介護福祉士実務者研修 静岡県静岡市駿河区西大谷15-1

施設

注）地方公共団体から委託を受けて管理する施設については、その旨を施設の名称の下に

【】書で記載すること。
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(単位：千円）

(注）財産目録の価額は、貸借対照表の価額と一致すること。

土地及び建物について、該当する欄の□を塗りつぶすこと。

土地（口法人所有口賃借■部分的に法人所有(部分的に賃借)）

建物（口法人所有口賃借■部分的に法人所有(部分的に賃借)）

区 分 金額

Ａ流動資産

Ｂ固定資産

4.643.343

675.325

Ｃ 資産合計（Ａ＋Ｂ） 5.318.668

Ｄ負債合計 350.489

Ｅ 純資産（Ｃ－Ｄ） 4.968.179

※医療法人整理番号



様式３－１

》
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(注）１．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当で

あると認められるものについては、当該資産、負債及び純資産を示す名称を付した科目をもって、別に

褐記することを妨げないこと。

２．社会医療法人、特別医療法人及び特定医療法人については、純資産の部の基金の科目を削除すること。

３．経過措置医療法人は、純資産の部の基金の科目の代わりに出資金とするとともに、代替基金の科目を

削除すること。

(単位：千円）

貸借対照表

（令和6年６月30日現在）

※医療法人整理番号

資産の部 負債の部

科目 金額 科目 金額

Ｉ流動資産

現金及び預金

事業未収金

貯蔵品

たな卸資産

立替金

前払費用

従業員立替金

その他の流動資産

Ⅱ固定資産

１有形固定資産

建 物

構築物

医療用器械備品

その他の器械備品

車両及び船舶

士 地

建物付属設備

その他の有形固定資産

２無形固定資産

借地権

ソフトウェア

その他の無形固定資産

３その他の資産

出資金

預託金

敷金

長期前払費用

4，６４３，３４３

４，２１１，７２１

４１３，８５１

１，１７２

１１，９０３

３００

１，３１９

１，８１７

１，２６０

675,325

626,590

357,722

２６，７７３

１５１

３７，５２３

３，４５１

６９，５３９

120,552

１０，８７８

２９，１８９

２９，１８９

１９，５４５

１０

７５

１５，１１２

４，３４８

Ｉ流動負債

買掛金

短期借入金

未払費用

未払法人税等

未払消費税等

預かり保証金

仮受金

預り金

Ⅱ固定負債

リース債務

長期借入金

1７１，１２５

２５，６４８

４２４

７７，７１７

４６，８１７

２，２４４

５，３００

１０２

１２，８７２

１７９，３６３

５，２３３

１７４，１３０

負債合計 350.489

純資産の部

科目 金額

Ｉ株主資本

資本金

利益剰余金

(うち当期純利益金額）

4．９６８．１７９

４

５

9６３

１８８

000

179

778

純資産合計 4．９６８．１７９

資産合計 5.318.668 負債・純資産合計 5.318.668



様式４－１

法人名一医療法人社団秀慈会 ※医療法人整理番号

所在地

損益

(自令和５年７月１日

計算書

至令和６年６月３０日）

科 目

Ｉ事業損益

Ａ本来業務事業損益

１事業収益

２事業費用

（１）事業費

(2)本部費

本来業務事業利益

Ｂ附帯業務事業損益

１事業収益

２事業費用

附帯業務事業利益

ｃ収益業務事業損益

１事業収益

２事業費用

収益業務事業利益

Ⅱ事業外収益

受取利息

その他の事業外収益

Ⅲ事業外費用

支払利息

その他の事業外費用

Ⅳ特別利益

固定資産売却益

その他の特別利益

Ｖ特別損失

固定資産圧縮損

その他の特別損失

事業利益

経常利益

税引前当期純利益

法人税・住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

金額

3３

159

830

1．５２０

４

(単位：千円）

2．１２０．０３６

1.906.750

213,286

429,664

415.306

1４．３５８

227.644

33.989

1．５２０

260.112

260

7１

1１７

３３９

188.778

(注）１．利益がマイナスとなる場合には、「利益」を「損失」と表示すること。

２．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当で

あると認められるものについては、当該事業損益、事業外収益、事業外費用、特別利益及び特別損失を

を示す名称を付した科目をもって、別に掲記することを妨げないこと。



様式６

医療法人社団秀慈会

理事長萩原秀男殿

監事監査報 告書

私(注１）は､医療法人社団秀慈会の令和５年度会計年度（令和５年７月llFlから

和６年６月３０日まで）の業務及び財産の状況等について濫査を行いました。その結果につき、
とおり報告いたします。

令

以下の

監査の方法の概要

私たちは、理事会その他腫要な会議に出席するほか、Ⅲ叫等からその職務の執行状況を聴取し、

重要な決裁書類等を閲覧し、本部及び主要な施設において業務及び財産の状況を調査し、事業報告

を求めました。また、事業報告書並びに会計帳簿等の調査を行い、計算書類、すなわち財産目録、
貸借対照表及び損益計算群（注２）の監査を実施しました。

記

監査結果

(1)事業報告書は、法令及び定款（寄附行為）に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めま
す。

(2)会計帳簿は、記載すべき事項を正しく記載し、上記の計算蒋類の記載と合致しているものと認め
ます。

(3)計算書類は、法令及び定款（寄附行為）に従い、損維及び財産の状況を正しく示しているものと
認めます。

(4)理事の職務執行に関する不'1ﾐの行為又は法令特しくは定款（寄附行為）に違反する砿大な事実は
認められません。

令和6年P月３０｢１

医鞠秀葦蕊
(注１）監査人が複数の場合には、「私たち」とする。

(注２）関係事業者との取り|がある医療法人については、「財姻|録、貸借対照表、損益計算‘If及び関
係事業者との取引の内容に関する報告書」とし、祉会医療法人債を発行する医療法人について

は、「財産目録、貸借対照表、損益計算書、純資産変動計算祥、キャッシュ・フロー計算群及び
附属明細表」とする。


